
外国籍児童の学習支援担当9年目になる。公立小
学校に在籍する外国人児童に対して帰国後にもつ
ながる学習支援の在り方を研修することにより、
外国人児童のいる学級・学年に対する教科教育の
視点の幅を広げたい。外国籍の児童にとっても、
外国にルーツをもつ児童にとっても、外国籍児童
のいる学級・学年の日本人の児童にとっても良い
カリキュラム・教材を開発することで、多文化共
生の教育につなげていきたい。
その意図から、市内で一番多く在籍し、年々増

加傾向にあるペルー人児童に焦点を当て、ペルー
の教育事情を視察研修するに至った。渡航に先立
ち（財）企業経営研究所により、個人レベルでは
アポ取りも難しい関係省庁（在日ペルー大使館・
ペルー教育省・日本大使館）との連絡ができ、的
確な情報を得る中、短期間ではあったが充実した
研修を積むことが可能となった。
ペルーでは、日系人校・現地校・日本人学校・

関係省庁への訪問により、公立小中学校のもつ諸
事情や授業の進め方等を具体的に知る機会を得た。
また、帰国した全ての児童や保護者に会い、帰国

後の状況を担
任や学校長と
話し合う中、
帰国児童の抱
える課題がは
っきりしてき
た。さらには、

以下に示した海外留学生を多く輩出する教員養成
校付属小中学校の教育目標に、国際人としての誇
り・適応力の育成を図る視点を得た。

Si queremos cambiar nuestra patria
empecemos por cambiar nosotros mismos
（新天地を求めるのなら、自分自身を変えはじめよう）

今回の海外研修で、母語図書教材の充実が図ら
れたので、地域等での活用も図り、学びの軸作り
としての国際教室の授業を展開していきたい。本
研修によりペルー大使館・教育省、JICA（国際協
力機構）、JOCA（青年海外協力協会）、ペルーの国
公私立学校の教師と今後につながるありがたいネ
ットワークが得られた。そして、異国での一期一
会の出会いで児童の学習支援の意見を交換し合う
中、APEBEMO（日本の文科省推薦の日本の大学
へのペルー人留学生の会）や帰国した児童の保護
者と連携し、ペルーと日本を行き来する児童がど
ちらの国に行っても、学びを続けていけるための
教材開発プロジェクトが立ち上がった。
この研修を機会に、青年海外協力隊の経験も生

かし、わかりやすい授業作りを国際レベルで考え、
子どもの進路に対する夢を保護者や地域ぐるみで
育んでいきたい。FMぬまづ初のスペイン語を使っ
た教育番組（ペルー人保護者の発案）「Latin はら」
を通した2ヶ国語での発信等、研修で得られたこと
をより多くの方々と共有する機会をもち、多方面
からの助言を日々の教育活動に生かしたい。
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